
【ゼミの概要】
本ゼミは〈文化〉という概念そのものを意識し、これを静態的・前提的な

ものとしてではなく動態的に捉えること、即ち、たとえ仮想的であっても〈文
化〉という価値の発生する現場に「立ち会う」ことを研究のベースとして要
請している。学生諸君には、最終的にそれぞれの研究成果を30枚（原稿用紙
換算）以上のレポートにまとめることを課した。
学生が設定するテーマが多岐にわたるのは毎年のことではあるが、従来本

ゼミで「主流」をなす、いわゆる「ポップカルチャー／サブカルチャー系」
以外では、今年度は「桃太郎研究」「地震のもたらした文化的な価値」「東京
の観光文化」といったテーマが学生たちによって選び取られている。
いずれにしろ、社会（世界）の様々な「事象・現象」を通じて時代と社会

の真相（深層）に切り込んでいき、そこから今を生きる学生たちの自身の人
生、生き方への模索（もがき）や葛藤が刻印されていることは間違いない。
ゼミ担当者としては、何よりもそのことをリスペクトしたい。

【テーマ一覧】
114J069 林 隆平 『進撃の巨人』研究
115J009 石川 将人 「モンスターストライク」が作ったマルチプレイ

文化
115J017 大谷 舞 「THE iDOLM@STER」研究
115J018 大原 萌恵 桃太郎研究
115J025 小坂 真優 2．5次元舞台と『テニミュ』
115J026 小管 一輝 「ドラゴンクエスト」の魅力
115J033 佐藤 大介 ライトノベルにおけるタイトル研究
115J034 柴田 武 ジャンル「異世界転移・転生」の推移と広がり
115J035 白鳥 博士 オンラインゲームの可能性についての研究
115J049 西塚 友哉 乃木坂46研究
115J053 藤本 充貴 地震のもたらした文化的な価値
115J056 堀田 大輔 東京の観光文化
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